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■ ご使用の前に
この取扱説明書を注意してお読みください。
プラグをコンセントにお繋ぎください。
カップスタンド、ドリップトレイ、ミルク抽出パーツ、カプセルコンテナ、タンク、マシン本体は頻繁に清掃し、清潔に保ってください。
清掃、メンテナンスは本体の電源がオフになっていることを確認してから行ってください。

■ 重要事項
本体を水に浸けたり、取外し可能な部品を食器洗浄機に入れたり絶対にしないでください。
ウォータータンクの水は毎日取り換えてください。
ウォータータンクが空の状態で本体を絶対に使用しないでください。
２ヵ月に１度は、コーヒーマシン専用のスケール除去剤を使って、スケール除去を行う事をお勧めします。

（方法についてはスケール除去の章をご参照ください。）
ミルクタンクご使用の際は、使用後には必ず洗浄してください。
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安全上のご注意　各注意事項を、必ずお守りください。
 警告

電源／コンセントについて
電源は交流100V（50/60Hz）で

「15A125V」と記されている壁面の
コンセントに直接差し込む
他の機器と併用すると、発熱による火災
の原因になります。

取り付けの悪いコンセントは絶対に使わ
ない
取り付けの悪い（ガタツキのある）コン
セントや差込み口（刃受）のゆるいコン
セントは、絶対に使用しな
いでください。感電や発熱
の恐れがあります。

コンセントは本製品だけ（単独）で使用
する
コンセントの差込み口が2つある場合
は、片方の差込み口を使用せず、空けた
ままにしてください。

たこ足配線は絶対に使わない
コンセントや電源プラグ／電源コードが
異常発熱し、発火する恐れがあります。

電源プラグ／電源コードについて
電源プラグ／電源コードが異常発熱して
いる場合は、電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く
使用中に、電源プラグ／電源コードが異
常に熱くなる場合は、直ちに電源を切り、
電源プラグを抜いてください。そのまま
使用すると、ショート
や発火する恐れがあり
ます。

電源プラグ／電源コードを破損するよう
なことはしない
電源プラグ／電源コードは、大切に扱っ
てください。無理に曲げたり、物を載せ
たり、束ねたり、傷をつけないでくださ
い。傷んだまま使用
すると、感電やショ
ート、発火などの原
因になります。

動作中に電源プラグを抜き差ししない
感電･火災の原因になります。
電源プラグやコンセントに付着している
ホコリやゴミは、定期的に取り除く
ホコリやゴミが湿気を帯びると、ショー
トや漏電、発火などの原因になります。
ぬれた手で電源プラ
グを抜き差ししない
感電する恐れがあり
ます。
電源プラグは、根元までし
っかりと差し込む
不完全な接続は、感電や発熱による火災
の原因になります。
変形・破損している電源プラグ／電源コ
ードは絶対に使わない
感電やショート、発火する恐れがありま
す。必ず、お求めの販売店またはキーコ
ーヒー㈱お客様センターまでお問い合わ
せください。

★ �ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」を最後までお読みく
ださい。

★ �ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、
あなたや他の人々への損害を未然に防止するものです。

★ �注意事項は、誤った取り扱いで生じることが想定される内容を、
その危害や損害および切迫の度合いにより、「危険」「警告」「注意」
の３つに分け、明示しています。

 危険 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う危険が
切迫して想定される」内容です。

 警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性
が想定される」内容です。

 注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害
が発生する可能性が想定される」内容です。

★ 各注意事項には、「禁止」または「強制」を促す絵表示が付いています。
この絵表示は、してはいけない「禁止」
内容です。

この絵表示は、必ず実行し
ていただく「強制」内容です。

：禁止　　　　 ：接触禁止　

：水ぬれ禁止　 ：分解禁止　

：ぬれ手禁止

：指示を守る

：電源プラグを抜く

 危険
 自分で絶対に分解・修理・改造は行わない

感電・火災の原因になったり、異常作動してケガをすることがあり
ます。
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 警告
使用中／使用後について

お子様だけでは使わせない。幼児の手の
届くところで使わない
ヤケド・感電・ケガの原因になります。
コーヒー抽出口や給湯ノズルから出てく
るお湯に注意する
高温のため、ヤケドの原因になります。

使用中は給水タンク内の水量をチェック
する
極端に水が少ない状態が続くと異常発熱
し、発火する恐れがあります。

使用中
異常が生じた場合は、使用を中止する
万一、異常が生じた場合は、直ちに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。異常な状態で使い続けると、事故や故障につながります。必ず、お求めの販売
店またはキーコーヒー㈱お客様センターまでご連絡ください。

お手入れについて
本体のお手入れは電源プラグをコンセントから抜き､ 各部が冷えてから行う
ヤケド・感電・ケガの原因になります。

 注意
電源について

ブレーカーが落ちる場合には、電力会社に連絡する
使用中にブレーカー（分電盤内の回路遮断器）が落ちる場合には、お近くの
電力会社にご相談ください。

電源プラグ／電源コードについて

電源プラグを抜くときは、電源コードを
持たず、必ず電源プラグを持って抜く
電源コードを無理に引っ張ると、破損す
る恐れがあります。

使用中は、電源コードを本体に触れさせ
ない
熱で電源コードが傷み、感電やショート
の原因になります。

 注意
設置場所について

 ��
本体は不安定なところや熱に弱い場所、屋外には置かない
本体や置いた物・場所が変形･変質したり火災の原因になります。

使用中／使用後について
本体が転倒、落下したときには、使用せ
ず、点検を依頼する
感電・火災の原因になります。
長期間使用しない場合は、必ず電源プラ
グを抜く
誤って、電源が入る恐れがあります。
本体や操作部に水やジュースをこぼさな
い
本体や操作部（コントロールパネル）に、
水やジュース（液体）などをこぼさない
でください。万一、こぼしてしまった場
合は、ショートや感電などの恐れがあり
ますので、直ちに電源を切り、使用を中
止します。その後、お求めの販売店また
はキーコーヒー㈱お客様センターまでご
連絡ください。

使用中および使用後しばらくはコーヒー
抽出口部分に触らない
ヤケドの原因になります。
他の用途で使用しない
本製品は、コーヒーの抽出、給湯／加熱
専用です。故障の原因になります。
使用しないときは、電源を切り、必ずプ
ラグをコンセントから抜く
故障の原因になります。
給水タンクの最大水量（MAX 表示）を
超えて水を入れない
故障の原因になります。
他製品の部品や付属品などを組み合わせ
て使用しない
故障や事故の原因になります。

お手入れについて
使用後は、必ずお手入れする
故障の原因になります。
絶対に、水に浸したり、水洗いをしない
故障の原因になります。
本体と電源コード／プラグに水をかけた
り、水に浸けたり、水洗いをしない
感電やショート、故障の原因になります。
洗剤は、必ず台所食器用洗剤を使用する
研磨剤入り洗剤やクレンザー、漂白剤、
スプレー洗剤などは使用しないでくださ
い。本体の表面が変質し、はがれ・変色・
樹脂部品の割れの原因になります。

ガラス磨き、シンナー、アルコール、ワ
イヤーウール、金ブラシ、たわし、研磨
スポンジなどは使用しない
本体の表面が変質し、はがれ・変色・樹
脂部品の割れの原因になります。
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■ 本体の使用
取扱説明書をよくお読みください。
本体はエスプレッソコーヒーと牛乳を使用した飲料専用の機械です。水の噴流や不適当な使用方法による火傷を防ぐため注意してご使
用ください。
本体は一般家庭での使用もしくは次のような環境での使用を目的としております：
　・オフィス、カフェやレストラン（メニュー提供数が10杯/日程度）
　・ホテル等宿泊施設の部屋
本体使用時のみ、電源をお入れください。使用後は電源スイッチを“０”に動かして電源を落とし、コンセントからプラグを抜いてく
ださい。
使用していない時は、電源プラグをコンセントから抜いてください。
熱くなっている表面には触れないでください。本体から出てきた水分もしくはコーヒーで火傷する恐れがあります。
お子様が本体で遊ばないように注意してください。
本体やコードはお子様の手の届かないところに置いてください。
室内でのみ使用し、本体が水にぬれないようにしてください。屋外では使用しないでください。
火災、電気ショック、ケガから守るため、コード・プラグ・本体を水やその他液体に浸さないでください。
電気、ガス、バーナーの付近や、熱したオーブンのそばには置かないでください。
製造元より推奨されていない付属品の使用は、火災、電気ショック、ケガの原因になることがあります。
電源プラグを抜く前に電源スイッチがオフ“０”になっている事を確認してください。
プラグを抜く際、電源コードを引っ張らないでください。濡れた手では絶対に触らないでください。
電源コードを引っ張ってマシンを動かしたり運んだりしないでください。
お子様が引っ張ってしまう恐れや予期せぬケガを防ぐため、電源コードをテーブルや調理台の上から垂らさらないでください。

■ 本体の設置
取扱説明書をよくお読みください。
本体を 温度が０℃以下、40℃以上の場所には設置しないでください。（氷点下では内部の水分が凍り、本体にダメージを与える可能
性があります）
取扱説明書の仕様の項目に表示されているものに相当する電圧を使用しているかご確認ください。適切な電源を使用してください。
プラグとコンセントが合わない場合は、使用しないでください。
本体を水道の蛇口、シンクから離して置いてください。
本体を箱から取り出したら、使用する前に本体に不足やダメージ等がないか確認してください。
梱包材、本体をお子様の手の届く範囲に置かないでください。
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■ 本体の清掃
清掃前に本体のプラグを外してください。
本体の熱が冷めるのを待ってから清掃をしてください。
ウォータータンクを上に少し引っ張り外してください。
本体と付属品を濡れた布巾などで清掃してから、乾いた研磨性のない布で拭いてください。
洗剤は使用しないてください。
本体に水をかけたり、水に浸したりしないでください。

■ 正しく動作しないとき
電源コードやプラグがダメージを受けている場合や、本体が正常に動作していない表示を確認した場合、もしくはダメージがあるよう
な場合は使用しないでください。
ダメ―ジや正しく動作しない場合、本体の電源を落としてください。決してむやみに操作しないでください。
修理が必要な場合、お買い上げの販売店またはキーコーヒー㈱お客様センターにご相談ください。

■ 不適切な使用
製造元及び販売者は、本取扱説明書の仕様項目に表示されている電圧を使用していない事から起こる事故等の責任は一切負いません。
製造元及び販売者は、不適正な使用により起きたダメージについての責任は一切負いません。

■ 電源コードの取扱い
ａ）長い電源コードによって絡まったり、ひっかかる危険性があるため、十分に注意してください。
ｂ）延長コードも使用可能ですが、使用する際には十分に注意してください。
ｃ）延長コードを使用する場合：
　　１）本体の仕様に適合していること
　　２）�長い電源コードはテーブルや調理台の上から垂らさらないようにまとめ、お子様が引っ張ってしまうような場所には置かない

でください。
重要：この取扱説明書は大切に保管してください。
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■ 各部のなまえ

Ａ．イルミネーションライト
Ｂ．熱湯抽出口
Ｃ．コーヒー抽出口
Ｄ．ミルク抽出パーツ接続口
Ｅ．ミルク抽出パーツ
Ｆ．ミルクタンク
Ｇ．コントロールパネル
　　Ｇ１．ラテマキアート
　　Ｇ２．カプチーノ
　　Ｇ３．エスプレッソ
　　Ｇ４．フォームドミルク
　　Ｇ５．お湯
　　Ｇ６．ルンゴエスプレッソ
Ｈ．開閉レバー
Ｉ．カプセルホルダー
Ｌ．ウォータータンク
Ｍ．ドリップトレイ、カプセルコンテナ
Ｎ．エスプレッソカップサポート台
Ｏ．カップスタンド
Ｐ．電源スイッチ
Ｑ．電源コード
Ｒ．銘盤（底面）
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■ はじめてのご使用

使用前の準備と本体のウォームアップ

１．�ミルクタンクとウォータータンクを外し、洗ってから使用して
ください。❶

２．�ウォータータンクに新鮮な水をMAXの線まで満たしてくださ
い。❷

３．しっかりとウォータータンクを本体に差し込んでください。❸
４．�ミルクタンクのフタにしっかりとミルク吸入チューブが差し込

まれているか確認してください。❹
５．電源プラグをコンセントに差し込んでください。❺
６．電源スイッチを“Ｉ”に入れ本体に電源を入れてください。❻
７．すべてのボタンが点滅し、ウォームアップが開始します。❼

ミルクタンク ウォータータンク
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８．本体の準備が完了すると、すべてのタッチボタンが点灯し、ブザーが鳴ります。❽

本体は10分使用しないと自動的に節電モードに入ります。
節電モード中はエスプレッソボタンがゆっくりと点滅します。
再び使用する場合は点滅しているエスプレッソボタンに触れてください。

＜空気抜きが必要な場合＞
初めて使用する場合、または長期間使用していなかった場合、大きな音がしてコーヒー又はお湯が抽出されない事があります。それは
マシン内部の経路に空気が入っている可能性がありますので、以下の手順を行ってください。
１　ウォータータンクとミルクタンクに水を入れ、電源を入れる。抽出口の下にカップを置く。
２　ウォームアップが完了したら、フォームドミルクボタンを押し、スチームが自動で止まるまで出し切る。
３　再度ウォームアップが完了したのを確認し、エスプレッソボタンを押す。
４　エスプレッソボタンを押した時にお湯が抽出されるまで２、３を繰り返す。
　　10回以上繰り返してもお湯が抽出されない場合は、キーコーヒー㈱お客様センターへご連絡ください。

 警告：
コーヒー抽出前に、しっかりとカプセルホルダーが閉まっているか確認をしてください。
抽出中には絶対にフタを開けないでください。

注意：
最初に本体をご使用される際、または数日間使用しなかった際には、カプセルを入れずにウォータータンク半分程度の水を適切なサイ
ズの容器にお湯ボタンでお湯を抽出してから使用することをお勧めします。
ミルクタンクにも水を入れ、フォームドミルクボタンを押し同様に行ってください。
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■ コーヒーの抽出

Y5MILKは“IPERESPRESSO”カプセル専用マシンです。

１．illy IPERESPRESSO カプセルのみ使用してください。❶
２．すべてのボタンが点灯していることを確認してください。❷
３．レバーを上にあげてください。❸
４．レバーを持ち上げてカプセルホルダーを確認してください。❹
５．カプセルを入れてください。❺ ❻
６．可動部分を下げてください。❼
７．レバーを下げ、ロックしてください。❽

 警告：
故障の原因にもなりますので他のカプセル製品は絶対に使用しない
でください。

注意：
カプセルホルダーのレバーを開けると、中のカプセルが自動的にカ
プセルコンテナに入ってしまいますのでご注意ください。
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８．�カップサポート台にエスプレッソカップを置いてください。も
しくはサポート台を持ち上げてスペースを作り、カップスタン
ドにカプチーノカップを置いてください。❾

９．�エスプレッソボタン／ルンゴエスプレッソボタンを押すとブザ
ーが鳴り、抽出が始まります。�

10．自動的に抽出は止まります。�

■ おいしいコーヒーを入れるには

・毎日ウォータータンク内の水を交換してください。
・�硬水を使う場合は、マシンの内部に水あか（カルキ）が付着しや

すくなりますので、Ｐ21のスケール除去をより頻繁に行ってく
ださい。

・カップを温めてから抽出してください。

備考：
同じメニューボタンを押すと抽出を途中で止めることができます。

 警告：
約70秒までで抽出は自動に止まりますが、カップから溢れる可能
性がありますのでご注意ください。

注意：
ルンゴエスプレッソを抽出する際は、大きめのカップをご使用ください。
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■ コーヒー抽出量の設定

１．カプセルを挿入してください。❶
２．開閉レバーを下げ、ロックしてください。❷
３．�エスプレッソボタンを長押ししてください（設定のための抽出

中はボタンに触れ続けます）。❸
４．適量になったらボタンを離してください。❹
５．エスプレッソボタンの量が設定されました。❺

●�エスプレッソボタンもルンゴエスプレッソボタンも設定方法は同
じです。

備考：
本体はillyカプセルに適した量で初期設定が行われ出荷されており
ます。

エスプレッソ： 20-25ml （設定量変更可能）
ルンゴエスプレッソ： 30-35ml （設定量変更可能）
カプチーノ： 95-100ml
ラテマキアート： 155-160ml
フォームドミルク： 135-140ml （設定量変更可能）
お湯： 195ml （設定量変更可能）
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■ ミルクメニューの準備

ミルクタンクとミルク抽出パーツの使用方法

１．ミルクタンクのフタを外してください。❶
２．�MAXの線まで冷たい牛乳（成分無調整乳を推奨）を入れてく

ださい。❷
　・�マシンがオーバーヒートすることを防ぐため、またおいしく飲

み物を抽出するために液体がMINの線以下にならないようにし
てください。

３．�ミルク吸入チューブをフタの接続口にしっかりと取り付けてく
ださい。❸

４．�ミルク抽出パーツを本体側の取り付け口にしっかりと取り付けて
ください。❹

　　�この取付がしっかりできていないとミルクの吸い込みがうまく
いかなくなる可能性があります。

５．ミルクタンクを取り付け、ミルクメニューの準備完了です。❺
６．�ミルクメニューの抽出後にミルクタンク内に牛乳が残ったら、

フタをして冷蔵庫で保管してください。❻
７．�ミルク抽出パーツを取り外し ❼、“クリーニングとメンテナン

ス”（19、20ページ）を参照にすすぎを行ってください。❽

備考：�ミルクメニューを抽出する際、１杯目はチューブ内に牛乳が
入っていないため、フォームドミルクの量は少なめになりま
す。
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■ カプチーノの抽出

１．�“ミルクメニューの準備”（12ページ）を参照に、ミルク抽出パ
ーツとミルクタンクを取り付けます。

　　�ミルクタンクのMAXの線まで冷たい牛乳を入れてください。❶
２．カプセルを挿入してください。❷
３．�カップスタンドにカプチーノカップを置いてください。❸
　・ミルクがこぼれない様にカップ位置を左側に調整してください。
４．�すべてのボタンが点灯していることを確認し、カプチーノボタ

ンを押すとブザーが鳴り、コーヒー抽出が開始されます。❹
５．�コーヒー抽出が完了して数秒後、自動的にフォームドミルクの

抽出が始まります。❺
　・�カップの中にミルクが抽出できているか、カップの位置を確

認してください。❻
６．自動的に抽出は止まります。❼

備考：
・�途中で抽出を止めるときはカプチーノボタンをもう一度押してく

ださい。
・�フォームドミルク抽出中にボタンを押してもすぐにミルクの抽出

は止まりません。
・�カプチーノボタンは量の設定ができません。
・�お好みの量のカプチーノをつくる場合は、エスプレッソボタンと

フォームドミルクボタンを使い、コーヒーとフォームドミルクを
それぞれお好みの量を抽出するようにしてください。
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■ ラテマキアートの抽出

１．�“ミルクメニューの準備”（12ページ）を参照に、ミルク抽出パ
ーツとミルクタンクを取り付けてください。

　　�ミルクタンクのMAXの線まで冷たい牛乳を入れてください。❶
２．カプセルを挿入してください。❷
３．�カップサポート台を上げ、カップスタンドにマグカップを用意

してください。❸
　・ミルクがこぼれない様にカップ位置を左側に調整してください。
４．�すべてのボタンが点灯していることを確認し、ラテマキアート

ボタンを押してください。❹
５．�ボタンを押して数秒後、フォームドミルクの抽出が始まります。❺
　・�カップの中にミルクが抽出できているかカップの位置を確認し

てください。
６．ミルクの抽出が完了すると自動でコーヒー抽出が始まります。❻
７．自動的に抽出は止まります。❼

備考：
・�途中で抽出を止めるときはラテマキアートボタンをもう一度押し

てください。
・�フォームドミルク抽出中にボタンを押してもすぐにミルクの抽出

は止まりません。
・�ラテマキアートボタンは量の設定ができません。
・�お好みの量でラテマキアートをつくる場合は、エスプレッソボタ

ンとフォームドミルクボタンを使い、コーヒーとフォームドミル
クをそれぞれお好みの量を抽出するようにしてください。 îð
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■ フォームドミルクの抽出

１．�“ミルクメニューの準備”（12ページ）を参照に、ミルク抽出パ
ーツとミルクタンクを取り付けてください。

　　ミルクタンクのMAXの線まで冷たい牛乳を入れてください。❶
２．�カップサポート台を上げ、カップスタンドにマグカップを用意

してください。❷
　・ミルクがこぼれない様にカップ位置を左側に調整してください。
３．�すべてのボタンが点灯していることを確認し、フォームドミル

クボタンを押してください（コーヒーなしメニュー）。❸
４．�数秒後、フォームドミルクの抽出が始まります。❹
　・�カップの中にミルクが抽出できているかカップの位置を確認し

てください。
５．自動的に抽出は止まります。❺

備考：
・�途中で抽出を止めるときはフォームドミルクボタンをもう一度押

してください。
・�フォームドミルク抽出中にボタンを押してもすぐにミルクの抽出

は止まりません。
・�フォームドミルクの初期設定は135-140mlです。
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■ フォームドミルク量の設定

１．�“ミルクメニューの準備”（12ページ）を参照に、ミルク抽出パ
ーツとミルクタンクを取り付けてください。❶

　　ミルクタンクのMAXの線まで冷たい牛乳を入れてください。❷
２．�カップサポート台を上げ、カップスタンドにマグカップを用意

してください。❸
　・ミルクがこぼれない様にカップ位置を左側に調整してください。
３．�フォームドミルクボタンを長押ししてください（設定のための

抽出中はボタンに触れ続けます）。
４．抽出量が適量になったらボタンを離してください。❹
５．フォームドミルクボタンの量が設定されました。❺

備考：
・�フォームドミルクはボタンを離してもすぐにミルクの抽出は止ま

りません。
・�ミルク量の調整の際は、ボタンを離した後も数秒間抽出が継続さ

れますので、その分を考慮し、量の調整を行ってください。
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■ お湯の抽出

１．�ウォータ－タンク内に水が十分入っているか確認してください。
❶

２．�カップサポート台を上げ、カップスタンドにマグカップを用意
してください。❷

３．�すべてのボタンが点灯していることを確認し、お湯のボタンを
押してください。❸

４．設定量に達すると自動的に抽出は止まります。❹

■ お湯の抽出量の設定

１．�カップサポート台を上げ、カップスタンドにマグカップを用意
してください。❶

２．�すべてのボタンが点灯していることを確認し、お湯のボタンを
長押ししてください（設定のための抽出中はボタンに触れ続け
てください）。❷

３．抽出量が適量になったらボタンを離してください。❸
４．お湯のボタンの量が設定されました。❹
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■ クリーニングとメンテナンス

１．電源スイッチを切り、プラグを抜いてください。❶
２．ウォータータンクを取り外し、洗ってください。❷
３．カップスタンドを引き出して外し、洗ってください。❸
４．カプセルコンテナを外してください。❹
５．使用済みカプセルや残り液体を捨て、洗ってください。❺
６．�エスプレッソカップサポート台を上方向に上げて外し ❻
　　洗ってください。❼
７．エスプレッソカップサポート台をもとに戻してください。❽

備考：
・�ウォータータンクを清潔に保ち、毎日水を入れ替えてください。
・�週に１度は本体と部品の洗浄を行ってください。
・�エチルアルコール、溶剤、研磨スポンジ、強い化学製品などは使

用しないでください。
・�本体や部品を電子レンジやオーブンに入れないでください。
・�本体や部品に食器洗浄機は使用できません。

ホームページでも、パーツの分解・洗浄について、動画でわかり
やすく説明しています。
http://www.keycoffee.co.jp/illy/product/item07.html
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８．�ミルクタンクのフタを外し、中身が残っていれば空にしてくだ
さい。❾

９．�ミルク吸入チューブを外してください。タブを押さえて回すと
外れます。�

10．ミルク吸入チューブを洗ってください。�
11．ミルクタンクのフタを洗ってください。�
12．�フタの中にミルク吸入チューブを戻してください。チューブを

フタにひねり入れると戻ります。� �
13．ミルク抽出パーツを外してください。 �
14．ミルク抽出パーツの部品を取り外し、分解してください。�

　※ミルクタンクは必ず毎日洗浄してください。
　　チューブ類は市販のブラシを使用して洗うことをおすすめします。
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15．本体に接続する口を外してください。�
16．上部のパイプを外してください。
17．分解したすべての部品を洗ってください。�
18．�透明のパイプの中を水分や付着物が残らないようにやさしく指

で押しだしてください。
19．�良い状態のフォームドミルクを抽出するために、上部パイプの

マイクロホールが詰まっていないか確認してください。
20．�すべての部品を乾かし、ミルク抽出パーツに戻してください。

� � �
21．ミルクタンクに新鮮な水を入れ、フタをしてください。
22．�ミルク抽出パーツを本体の接続口にしっかりと取り付けてくだ

さい。�
　　�この取付がしっかりできていないとミルクの吸い込みがうまく

いかなくなる可能性があります。
23．�ミルクタンクをミルク抽出パーツにしっかりと取り付けてくだ

さい。�
　　�この取付がしっかりできていないとミルクの吸い込みがうまく

いかなくなる可能性があります。
24．�ウォータータンクのMAXの線まで新鮮な水を入れ、本体に差

し込んでください。
25．主電源を入れてください。
26．�カップサポート台を上げ、カップスタンドにマグカップを用意

してください。
27．�すべてのボタンが点灯していることを確認し、フォームドミル

クのボタンを押してミルクが出てこないか確認してください。
これはクリーニングサイクルを完了する上で必要な確認です。

　・��完了したら、カップ、ウォータータンク、ミルクタンクの中身
を空にしてください。

　・�クリーニングサイクルが完了し、本体が使用できます。

 警告：
残ったミルクから発生する雑菌を除去する機能はありませんので
市販の中性洗剤を使用して、必ず清潔を保ってください。
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■ スケール除去

スケール除去を行う前にすべての取扱説明書を注意深くお読みくだ
さい。

・�所要時間：約20分
・�スケール（石灰）は本体の使用に伴いだんだんと本体内部に付着

します。スケール除去をすることにより内部のスケールや付着物
を取り除くことができます。

・�本体にスケールが付着してくると、エスプレッソとルンゴエスプ
レッソボタンが交互に点滅してお知らせします。コーヒーマシン
専用のスケール除去剤を使用して２か月に１度の頻度で行うこと
をお勧めいたします。

１．電源スイッチを切ってください。❶
２．�ウォータータンクを取り外し、新鮮な水をMAXの線まで入れ

ください。❷
３．スケール除去剤１パックを入れて溶けるまで混ぜてください。❸
４．�ミルク抽出パーツとミルクタンクが接続されていることを確認

してください。ミルクタンクは空にしてください。❹
５．容量１リットル以上の容器を抽出口の下に用意してください。❺
６．電源スイッチを入れてください。❻
７．�15秒以内にエスプレッソボタンを7秒間程、ブザーが鳴るまで

長押ししてください。❼
８．�すべてのボタンが点滅します。エスプレッソボタンを押してく

ださい。❽
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９．スケール除去のサイクルが始まります。❾
10．時計回りにボタンが順番に点滅します。�
11．�ルンゴエスプレッソボタンが点灯に変わると、スケール除去の

除去サイクルが完了します。
　　続いてすすぎのサイクルを行います。�
12．�容器とウォータータンクに残っている水とスケール除去溶液を

空にしてください。�
13．�ウォータータンクを洗い、MAXの線まで新鮮な水を入れてく

ださい。�
14．空にした容器を再び抽出口の下に置いてください。�
15．�ルンゴエスプレッソボタンを押しますとすすぎサイクルが始ま

り、一定の間隔で水を排出し続けます。�
16．時計と反対周りにボタンが順番に点滅します。�
17．�最後にボタンがすべて点灯したらスケール除去の全ての工程が

完了です。本体を使用できます。�

注意：
スケール除去が最後まで完了しなかった場合はマシンのスケールカ
ウンターがリセットされません。そのような場合は一度主電源を切
り、再び５．～９．を行ってください。もしも電気の不具合などによ
り工程が中断された場合、もしく
は誤って電源が落ちてしまった場
合も同様に、すべてのスケール除
去工程をやり直してください。
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■ 保証の制限
 警告：

本書に記載の通り定期的にスケール除去を行わないと故障の原因となり、保証対象外となる場合があります。
スケール除去剤は市販されているコーヒーマシン専用のスケール除去剤をご使用ください。
故障の原因となりますので酢、アルカリ液、塩、ぎ酸を使用しないでください。
スケール除去溶液を捨てるときは、地域の規制に従ってください。
スケール除去の工程で発生した液体を絶対に飲まないでください。

以下に起因するダメージや不具合については保証対象外となります：
・定期的なスケール除去の不足
・取扱説明書の仕様の項目にある表記とは異なる電圧を使っての操作
・不適切な使用や、取扱説明書に従っていない使用
・内部の改造
・本体の部品を食器洗浄機で洗った場合
・本体及び各部品を清潔に保たれていなかった場合

認定されてないサービスセンターでおこなった修理費用は、保証対象外です。
そのような費用は全てマシン所有者の負担となります。

 警告：
修理が必要となった場合、発送のために梱包材を保管しておくことをお勧めいたします。
充分に梱包せず、輸送途上で起こったダメージは保証対象外となります。
これらの警告に従わないと、マシン本体にダメージを与えることがあり、保証対象外となる場合があります。
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■ 仕様
モデル名：Y5 milk
品名：コーヒーメーカー
本体：アルミニウム、強化ガラス
熱交換資材：ステンレススチール
ウォータータンク：0.9ℓ（最大容量）
ミルクタンク：0.5ℓ（最大容量）
使用済みカプセル収容量：10カプセル
ポンプ：コーヒー／19バール、ミルク／2.5バール
本体重量：5.0kg　
電圧：100V　50/60Hz
電力：1,200W（節電モード付）
サイズ：215×285×245mm
製品の外観、仕様、性能は予告なく変更することがありますのでご了承ください。
キーコーヒー㈱は、この製品の補修用性能部品を製造中止後５年間保有しています。

■ 推奨
上質のコーヒーをお楽しみ頂く為、次の事をお勧めします。
・毎日ウォータータンクの水は取り換えてください。
・�マシン内のスケールを軽減するため、ミネラル含有量の低い水（軟水）をお使いください。
・コーヒーカップはあらかじめ温めてからご使用ください。
・ミルクタンクは常に清潔にしてください。
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■ 表示とマシンの状態
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表示
エスプレッソボタンのゆっくりとし
た点滅

状況

本体が節電モードになっている。
10分使用しないと節電モードが機能
する。点滅しているエスプレッソボ
タンを押すと解除できる。
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状況 スケール除去実施必要のお知らせ
Ｐ21へ

íí

Ô¿³°»¹¹·¿²±

¦·±²»ò ×² ̄ «»­¬± ­¬¿¬± ·´ ­»®¾¿¬±·± ¼»´´ê¿½¯«¿ ¼»ª» ½±²¬»²»®» ́ ¿ ­±´«¦·±²» 

Ô¿³°»¹¹·¿²± ª»´±½»³»²¬»
Ô¿ ³¿½½¸·²¿ ¸¿ «² ³¿´º«²¦·±²¿³»²¬±ò Í°»¹²»®» » ®·¿½½»²¼»®» ¼±°± 
íð ­»½±²¼·ò Í» ·´ °®±¾´»³¿ ­· ®·°®»­»²¬¿ô ½±²¬¿¬¬¿®» «² ½»²¬®± ¿­­·­¬»²¦¿ 
¿«¬±®·¦¦¿¬±ò

Þ´·²µ·²¹
Ì¸» ³¿½¸·²» ·²¼·½¿¬»­ ¬¸¿¬ ¬¸» ¼»­½¿´·²¹ °®±½»­­ ̧ ¿­ ¾»»² ­»´»½¬»¼ò ×² ¬¸·­ 
­¬¿¬«­ ¬¸» ¬¿²µ ³«­¬ ½±²¬¿·² ¬¸» ¼»­½¿´·²¹ ­±´«¬·±²ò

Þ´·²µ·²¹ ¯«·½µ´§

¿²¼ ¬¸»² ¬«®² ·¬ ±² ¿¹¿·²ò ×º ¬¸» °®±¾´»³ °»®­·­¬­ô ½±²¬¿½¬ ¿² ¿«¬¸±®·­»¼ 
­»®ª·½» ½»²¬®»ò

Ô¿³°»¹¹·¿²± ·² ³±¼± ­»¯«»²¦·¿´» ·² ­»²­± ±®¿®·±

       

Ô» ¼«» ½±´±²²» ¼· ¬¿­¬· ­· ¿½½»²¼±²± ·² ³±¼± ¿´¬»®²¿¬± 

» ®·¿½½»²¼»®» ¼±°± íð ­»½±²¼·ò Í» ·´ °®±¾´»³¿ ­· ®·°®»­»²¬¿ô ½±²¬¿¬¬¿®» 
«² ½»²¬®± ¿­­·­¬»²¦¿ ¿«¬±®·¦¦¿¬±ò

Þ´·²µ ­»¯«»²¬·¿´´§ ·² ¿ ½´±½µ©·­» ¼·®»½¬·±²

°»®º±®³»¼ò Ì¸» ³¿½¸·²» ·­ ¼·­°»²­·²¹ ¬¸» ¼»­½¿´·²¹ ­±´«¬·±²ò Ñ²´§ ¬¸» 

Ì¸» ¬©± ¾«¬¬±² ½±´«³²­ ´·¹¸¬ «° ¿´¬»®²¿¬»´§ 

¿²¼ ¬¸»² ¬«®² ·¬ ±² ¿¹¿·² ¿º¬»® íð ­»½±²¼­ò ×º ¬¸» °®±¾´»³ °»®­·­¬­ô ½±²¬¿½¬ 
¿² ¿«¬¸±®·¦»¼ ­»®ª·½» ½»²¬»®ò

Í· ¼»ª» ®·­½·¿½¯«¿®» » ®·»³°·®» ·´ ­»®¾¿¬±·± ½±² ¿½¯«¿ º®»­½¿ °±¬¿¾·´»ò

 »» ¾«¬¬±² ·­ ­¬»¿¼§ ±²

Ô¿³°»¹¹·¿²± ·² ³±¼± ­»¯«»²¦·¿´» ·² ­»²­± ¿²¬·±®¿®·±

½¿¦·±²»ò Ô¿ ³¿½½¸·²¿ ­¬¿ »®±¹¿²¼± ´ê¿½¯«¿ °»® ·´ ®·­½·¿½¯«± ¼»´ ½·®½«·¬±ò 

Þ´·²µ ­»¯«»²¬·¿´´§ ·² ¿² ¿²¬·½´±½µ©·­» ¼·®»½¬·±²
Ì¸» ³¿½¸·²» ·²¼·½¿¬»­ ¬¸¿¬ ¬¸» ­»½±²¼ °¿®¬ ±º ¬¸» ¼»­½¿´·²¹ ½§½´» ·­ ¾»·²¹ 
°»®º±®³»¼ò Ì¸» ³¿½¸·²» ·­ ¼·­°»²­·²¹ ©¿¬»® º±® ®·²­·²¹ ¬¸» ½·®½«·¬ò Ì¸» 

×Ì

ÛÒ

表示 全てのボタンが点滅

状況
スケール除去の開始。タンク内には
スケール除去溶液が入っていなけれ
ばならない。
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表示 ボタンが時計回りに順番に点滅

状況

スケール除去サイクルの段階。本体
からスケール除去溶液が排出される。
エスプレッソボタンだけが継続的に
点滅する。
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表示 ルンゴエスプレッソボタンの点灯

状況
スケール除去の除去サイクルの段階
が完了。ウォータータンクをすすぎ、
新鮮な水を入れる。
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表示 ボタンが時計と反対回りに順番に点滅

状況

スケール除去のすすぎサイクルの段
階。本体から回路をすすいだ液体が
排出される。
ルンゴエスプレッソボタンだけが継
続的に点滅する。
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表示 ちかちかと点滅

状況

本体の不具合表示。電源スイッチを
切り、30秒以上待ち、再び電源スイ
ッチを入れる。もしも問題が解決さ
れなければ、キーコーヒー㈱お客様
センターへ連絡してください。
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ÛÒ

表示 縦列のボタンが左右交互に点灯

状況

本体の操作で間違いがあった表示。
電源スイッチを切り、30秒以上待ち、
再び電源スイッチを入れる。もしも
問題が解決されなければ、キーコー
ヒー㈱お客様センターへ連絡してく
ださい。
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■ 故障かな？『トラブルシューティング』

問　題 原　因 解決策

電源が入らない

１）電源コードが接続されていない。 １）�本体底面のデータプレートに記載のある仕様のコンセ
ントにプラグを差し込む。

２）電源スイッチが“O”の位置である。 ２）電源スイッチを“Ｉ”の位置にする。

３）本体が節電モードになっている。 ３）�エスプレッソボタンに触れて節電モードを解除し、再び
エスプレッソボタンかルンゴエスプレッソボタンに触
れて抽出を開始する。

コーヒーが抽出されない

１）�ウォータータンクに水が入ってい
ない。

１）�ウォータータンクに水をいれてください。

２）�カプセルホルダーにカプセルが入
っていない。

２）�カプセルホルダーにカプセルを入れてください。

３）�カプセルは入っているが抽出され
ない。

３）�一旦カプセルを取り除くために開閉レバーを上げ、カ
プセルコンテナに落ちたカプセルを拾い出す。カプセ
ルを入れないでレバーを閉め、エスプレッソボタンを
押してお湯を抽出する。カプセルを再び入れ、抽出する。

４）�カプセルホルダーの開閉レバーが
しっかりと閉まっていない。

４）�開閉レバーを上げ正しくカプセルを入れる。可動部分
をしっかりと下げ、レバーを下げてロックする。エス
プレッソボタンかルンゴエスプレッソボタンに触れ抽
出する。

５）�エスプレッソボタンもしくはルン
ゴエスプレッソボタンが反応して
いない。

５）�エスプレッソボタンかルンゴエスプレッソボタンにし
っかりと触れてください。
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問　題 原　因 解決策

コーヒーが抽出されない

６）�ウォータータンクが正しく差し込
まれていない。

６）�ウォータータンクがしっかりと差し込まれているか確
認してください。

７）�内部パーツのスケール付着。 ７）�本書の関連章を参照にスケール除去してください。
Ｐ21を参照

８）�ポンプに空気が入ってしまった。 ８）�空気抜きを行ってください。
Ｐ29を参照

水漏れ

１）�カプセルのタイプが違う。 １）�ご使用のカプセルが“illy Iperespresso”であることを
確認してください。

２）�ウォータータンクが正しく、もし
くは完全に差し込まれていない。

２）�ウォータータンクがきっちりと差し込まれているか確
認してください。

３）�ミルクキットが正しく、もしくは
完全に差し込まれていない。

３）�ミルクキットが正しく組み立てられていて、差し込ま
れているか確認してください。

フォームドミルクが抽出で
きない

１）�ミルクの種類が適していない。 １）�冷えた牛乳（成分無調整乳）を使用する。

２）�ミルク抽出口が汚れている、もし
くは詰まっている。

２）�ミルク抽出回路を洗浄する。
Ｐ19、20を参照

３）�ミルクタンク内の残量が少ない。 ３）�MAXレベルまでミルクタンクに牛乳を入れる。
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問　題 原　因 解決策

フォームドミルクが抽出で
きない

１）�ミルクタンクのフタに正しくミルク
吸入チューブが挿入されていない。

１）�ミルクタンクのフタの穴にしっかりと差し込まれてい
るか確認してください。

２）�ミルクキットが正しく組み立てら
れていない。

２）�部品がすべて正しく組み立てられているか確認してく
ださい（クリーニングとメンテナンスの章を参照）。

Ｐ18、19、20を参照

３）�本体に正しくミルク抽出パーツが
差し込まれていない。

３）�ミルク抽出パーツをしっかりと差し込む。

４）�ミルクタンクが正しく本体に接続
されていない。

４）�ミルクタンクをしっかりと本体に接続する。

フォームドミルクが抽出で
きない

ミルク抽出パーツ内の上部パイプの詰
まり。

（クリーニングとメンテナンスの章を参照）
ミルク抽出パーツを分解し、上部パイプを取り除きクリー
ニングとメンテナンス（18～20ページ）の❽～�を参照に
して清掃してください。
ミルク抽出パーツを再び組み立てたら�から�に従って清
掃してください。

ミルクメニューの３つのア
イコンが光らない

ミルク抽出パーツが入っていない、も
しくは正しく挿入されていない。

ミルク抽出パーツをしっかりと差し込む 。

＜空気抜きが必要な場合＞
初めて使用する場合、または長期間使用していなかった場合、大きな音がしてコーヒー又はお湯が抽出されない事があります。それは
マシン内部の経路に空気が入っている可能性がありますので、以下の手順を行ってください。
１　ウォータータンクとミルクタンクに水を入れ、電源を入れる。抽出口の下にカップを置く。
２　ウォームアップが完了したら、フォームドミルクボタンを押し、スチームが自動で止まるまで出し切る。
３　再度ウォームアップが完了したのを確認し、エスプレッソボタンを押す。
４　エスプレッソボタンを押した時にお湯が抽出されるまで２、３を繰り返す。
　　10回以上繰り返してもお湯が抽出されない場合は、キーコーヒー㈱お客様センターへご連絡ください。


